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環
境
報
告
書
二
〇
一
八
の
概
要
に
つ
い
て

　
「
環
境
報
告
書
二
〇
一
八
」で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
水
資

源
機
構
に
お
け
る
環
境
保
全
の
取
組
の
基
本
姿
勢
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
環
境
保
全
の
取
組
の
計
画
を
示
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ

く
環
境
保
全
の
取
組
状
況
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
に
実
施
し
た
環
境
保
全
の
取
組
と
し
て
、

建
設
事
業
で
の
希
少
動
植
物
の
保
全
対
策
や
、
管
理
施
設
に
お

け
る
貯
水
池
の
水
質
保
全
対
策
な
ど
の
ほ
か
、
特
集
記
事
と
し

て
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を

経
て
、
工
事
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
小
石
原
川
ダ
ム
建
設
事

業（
筑
後
川
水
系
）
の
環
境
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
小
石
原
川
ダ
ム
で
は
、
有
識
者
の
指
導
・
助
言
を
得

な
が
ら
、
工
事
や
調
査
の
受
注
業
者
も
含
め
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
環
境
学
習
会
・

研
修
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
森
林
保
全
活
動
を
通
じ
た
水
源
地
や

下
流
地
域
と
の
交
流
な
ど
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
も
写
真
や
図

を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

　
　
　
　
　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

〜
よ
り
良
い
環
境
報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
〜

　

水
資
源
機
構
で
は
、
環
境
報
告
書
に
対
す
る
学
識
経
験
者
の

ご
意
見
や
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

感
想
等
を
今
後
の
報
告
書
の
作
成
に
反
映
し
、
内
容
の
一
層
の

充
実
と
水
資
源
機
構
へ
の
信
頼
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
に
よ
り
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
詳
細
は
水
資
源
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

このコーナーでは、水資源機構の
環境保全の取り組みを紹介します。

「環境報告書20182018」」をを
公表しました公表しました

重金属の水質分析の様子（草木ダム）

貯水予定区域周辺に生息するクマタカと移植した植物（オニコナスビ）
（小石原川ダム建設事業）

地元小学生と協働した河川堤防の清掃活動（木曽川用水）

水資源機構では、平成29年度における環境保全の取
組を取りまとめた「環境報告書2018」を公表し、水資源
機構のホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧
ください。

水資源機構
環境報告書HP

「環境報告書2018」の表紙


